
 

もう夏もおわりですねぇ・・・ 

暑い、あついと言っていた今年の夏ももう終わりですね。 

プレイス駐車場の片隅に咲いているカンナの花…ご存知 

でしたか？夏の陽に負けないで、今年も見事に咲いて皆さ 

んを迎えてくれていました。そのカンナももう終わり。 

間もなく稲穂が金色に輝く奥富の秋がやってきます。 

この夏、プレイスはまったりと“集団エコ”の中で皆さんに過ごしていただきました。

そしてスタッフの何人かはこの夏、自分のスキルアップのために、また、皆さんと関

わる上での自分の財産を作ろうと研修に参加しました。次ページは「アタッチメント

―生涯にわたる絆―」の講演に参加したスタッフの感想です。ご覧ください。 

 

★もう おきるかな？ 

(まつのまさこ・ぶん/やぶうちまさゆき・え）★ 

ねこちゃん よくねてるね。 いぬちゃんもよくねている

ね。 

りすさんもくまさんも・・・それから、それから・・もうお

きるかな？ 

 

★きんぎょが にげた（五味太郎・作）★ 

きんぎょがにげたー。どこににげたー。 

おや また にげたーあーあー 

卒所児親の会  

今年に入って始めた“卒所児親の会”も回を重ねる毎に根づいてきて、皆さんこの日

を心待ちにして下さるようになりました。毎回顔ぶれは変わってもプレイス仲間。初

対面同士でもまったり、ゆったりの雰囲気の中で、共に楽しい語らいが・・・。帰り

の時は、とってもやさしい笑顔に変わっています。また来月お会いしましょう。 

 

世界中の政財界や教育界を駆け巡っている「能動的学び手」という言葉をご存知です

か？ＥＵを中心に世界３４か国で構成している経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の出す 

文書の中でも、しばしばこうした望ましい人間像が登場しています。なぜでしょうか？ 

世界各地で紛争が多発しており、世界経済も不安定、これからの社会がどうなってい

くのか、皆目見当がつきません。こんな社会の中で各自に求められる力は、自ら必要

とすることを学び、状況を切り拓くことが出来る「能動性」だというのです。 

乳幼児期の子どもの場合には、周りで面白そうなことをしている仲間の行動を、自発

的能動的に真似し、やってみようとする意欲は「遊び」の中で発揮されます。「遊び」

は、楽しく仲間と行動を共にしながら学び合っていく場なのです。管理して言うこと

を聞かせる教育から子ども自身が考え行動できる教育への転換が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人さやま保育 
サポートの会代表 諏訪きぬ 

 

       

アタッチメント～生涯にわたる絆～（東京大学：遠藤利彦教授）を聞いて 
７月１１日に東京大学で行われた講演会に参加してきました。狭山のＮＰＯから１１人、公

立保育園の園長先生も４人参加されていました。スタッフが一堂に会して同じ講演を聴く機

会は貴重です。学んできた内容のホンの一端をお伝えしましょう！！ 

☆アタッチメント（愛着）とは、特定の誰かにくっつこうとする人間のもつ生来的
なものです。沢山のお話の中で特に心に残った話は、子どもが転んで泣いてしまっ
た時のお話です。①「大丈夫！大丈夫！」と突き放すような言い方をする。②「痛
かったね。…大丈夫？」と共感しつつなぐさめる。③「痛かったね、痛かったね」
とオロオロと対応する。この中で、子どもの立ち直りが一番早かったのは、何番だ
ったと思いますか？ 子どもは、痛みを共感し受け止めてもらったことで、心が満
たされ、自分の気持ちを立て直し、新たな一歩へとつながっていくということです。  
相手の気持ちに寄り添いながら、これからもお子さん達の成長を一緒に見守ってい
けたらと思います。（答えは②です！当たりましたか？）      （増田桂子） 
☆親は子どもが行動することに対し極力手出しせず、シグナルを送ってきたら応
え、心の燃料補給をすることが大切だと知りました。しかし実際には子育ての中で、
心に余裕がないと難しいことかもしれません。プレイス奥富が、子育て中のお母さ
んのほっとできる場所、『安全基地』となれるように、おひとりおひとりと寄り添
っていくことが、アタッチメント（絆）に繋がると強く感じました。 （小沢聖子）
☆乳幼児期が他者と馴染み、集団にとけこむ社会性の発達を作る大切な時期である
ということです。子どもが不安や欲求不満を感じた時、特定の大人にくっつくこと
で安全であると感じることで、自律的に動き出すことができる。私も母として、子
どもとの関係を見なおす良い機会となりました。子どもの思いを心から受け止め
て、必要な時に手をさしのべられる存在になりたいと思いました。  （則武有美） 
☆『アタッチメント＝愛着、絆』この素敵な言葉を初めて知りました。アタッチメ
ントは、産まれたての赤ちゃんから大人の私たちにまで必要な、とても大切なもの
です。赤ちゃんが母親や身近な人にくっつくのは、安心感を得るためです。そこか
ら我が子への接し方を振り返るきっかけにもなりました。子どもの『甘え』を拒否
してしまう時があるのですが、そうではなく、甘えを受け入れて『安心感』を与え
ることによって、子どもは広い世界へと進んでいける、と学びました。まず、親で
ある自分が、子どもに安心感を与えられる大人になりたいと思います。（松本真紀） 
 
 

 

 

 

  

夏休み、一回りも二回り

も大きくなった卒所児

も加わって、親たちの語

らいの傍らで、仲良く楽

しく遊びました。 


